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資 料

適応 の 指標 と して の 自己概念 の 研 究
＊

山　形　大　学

椎 野 信 治
＊ ＊

問 題

　Snyg9 と Colnbs （1949），
　 Rogers に よ つ て 自我 へ の

現象学的接近 が 提唱 さ れて 以来 ， 行動理 解ある い は 行動

予 測 に お け る 自己概念 の 重要性 が 強調 さ れ る よ うに な つ

た
。

と くに ，
Roggrs （1954） は 臨床的場面 に お い て ， 治

療過程 が 進行 し 適応 が よ くな る に つ れ て 自己概念も変容

す る こ とを 示 し，実証 的研究 へ の 端緒 を ひ らい た 。 そ こ

で 用 い られ た 適応 の 指標は 理 想自己 と現 実 自 己 の 分離

（discrepancy）で あ り，そ の ずれ が 大 きい もの は 不適応

の ，小 さい も の は 応 適 の 指 標 とな る と し た 。そ の 後，

Bills（1951） は じめ 多 くの 研究者 に よ つ て その 有効性hミ

認め られ て い る が ン

ー
方 ， そ の よ うに 単純 な形 で し か も

一
義的 に 適 応 と の 関係 を 扱 うこ と に 対す る 批判が ある

。
・

その 間題点 を列挙す る と ， 〔1）適応 との 関係は一義的ある

Y・は 直線的 で な く曲線的 で ある
。 す な わ ち，一

致 の 度合

い の あま り高すぎる 者 も，低すぎる者 も闇題 が ある 。

  第 1 の 点 と も関係する が ， 高い
一

致 を 示す者 の な か に

防衛的反 応 を す る もの が あ り，一
致 の 高 い もの が み な 適

応が よい とは い えな い 。B院 象学的立場 を と る 人 の な か

に も，理 想 自己 と現実自己 の 不
一

致 の み で な く， 有意味

な 他者 （signifigant 　 others ）か ら ど う見 られ て い る か と

い うこ とと現実 自己の 差も適応 と密接 な関係 を もつ て い

る は ず で ある 。  現象学的 自己 の み を扱 つ て ， そ の 客観

性 を 問題 に し て い な い ， な ど で ある 。し か し，こ れ ら の

批判 は理想自己 と現実 自己の 不
一

致 が遡応 の 指標 と し て

か な り有効 な もの で ， 必要 で ある が 必要十分 で は な い 左

い う立場 か ら の も の で あ る 。これ ら の 問題点 を 考慮 し た

研究も見 られ る が ， そ れ らの 結果 は 必ず し も
一

致 し て い

な い
。

＊
　　Studies　on 　the　self 　 concept 　 as 　the 至ndices 　 Qf

the 　adjustmGnt ．
1＊＊

　by　Nobull　Shiino（Yamagata　University）

　本研究 で は ， こ れ ら の 批判 の うち （3｝の 問題すなわ ち ，

理 想 自弓と現実自己 の 差異 の み で な く， 現実 自己 と個人

に とつ て 重 要 で 有意味な他者 （友人 ， 母 ，父 ） が 自分 を

ど う認知 し て い る か とい う他者自己 との 差 異を も扱い ，

適応 との 関係 を検討す る。な お ， 自己概念 測 定の 用 具 と

し て ，最近 ，長島 ら （1966）が 系統 的操 作 を経 て 開発，

発展し た 自己詑述 （Self−differential）尺度を 用 い る こ と

に し た 。

諸種 の 自己概念間の 差異得点 と

YG 性格検査得点 との 関係

1．　 自　　 的

　現実自己 （Sp）と理 想 自己 （SI）お よ び 友 人 ・母 規 ・、

父親か ら見 られ て い る と推測する自己 （Sr ，
　SM

，
　SFa ）

と 4 つ の 差異点 とYG 性格検査の 下位検査得点 との 関係

を，次 の 観点 か ら検討す る 。す なわ ち，第 1 に 個 々 の 差

異点が YG 性格検査 で 測 られ た 適応の い か なる 領域 と密

接な関連をもつ か とい うこ と で あ る。そ の 場 合 の 仮説 は

’

現実自己 と理 想 自己 の 差 の よ うに 自己 内 の 分離 と他者 の

文脈を 導 入 し た 場合 の 他 の 3 つ の 差異点 と で は 適応 の 異

なっ た 領域 を 反映す る で あ ろ うとい らこ と に あ る 。第 2

に ど の 差異点が適応 の 指標 とし て 有効 で ある か と い うこ

とで ある
。

2． 方　　　法

　被験者 1 山 形大学 で 心 理 学 を 受 講 し て い る 学 生 55 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
（男 11 名 ， 女 44 名）

　測定用 具 ： 自己記 述 尺 度 （大学 生 用　 こ れ は 自己を 記

述 す る 形容 詞 対 38璽目で 構 成 され 7 段階評定 を さ せ る よ

うに な つ て い る 〔付表 1 〕）。 な らび に YG 性格検査。

　手続 き ： 自己概念 の 測定 で は ，まず 1 枚の SD 尺 度 を

被 験 者 に 配布し，現実自己 （Sp）に つ い て の 評 定 を させ

た 。 そ の 際 の 教 示 は 「見た ま ま の 自分あ る い は 現在の 自

分 に つ い て 尺度 上 の あ て は ま る と こ ろ に ○印を つ け て く
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だ さい ．i とい う こ とで あつ た 。 評 定 が 終 つ た ら 回 収 し

て ，次に 理 想 自 己 （SI）に つ い て 評 定 さ せ た 。理 想自己

に つ い て は 「こ うあ りた ．L ・ と思 う自分ある い は 理 想 の 自

分」 に つ い て 評定す る よ うに求め た 。 以 下友人か ら見 ら

れ た 自己 （SF ） 「な か の よ い 友 だ ち は あな た の こ とを ど

の よ うに 思つ て い る と推測す る か 」 に も とつ く評定 ， 母

親 か らみ られ た 自己 （S ｝1） 「母 親 は あな た の こ とを ど う

思つ て い る と推測す る か 」 に も とつ く評定
．一一一母 親 が い

な い 人 は 世話 に な つ た 祖母 ， 伯叔母 ， 姉 で も よい
一 一

，

父 親 か らみ られた 自己 （Sl・a ）「父 親 は あな た の こ とを ど

う思 つ て い る と推 測 す る か 」 に も とつ く評 定 　　父 親 の

い な い 人 は 祖父 ，伯叔父 r 兄 で も よい
一 一

の 順に 1司様 の

手続きで 行な つ た 。実施期 目は 1965年 5 月10日。

　 YG 性格検査 は 5 つ の 自己 慨念測定を 行 な つ て ， 1週

間後に 実施 し た。

　結 果 の 処 理 ： 4 つ の 差 異 点 は DPI ，　 DPF ，　DPM ，
　DPT

と醴 す る ・譲 点 の 難 灘 の 一
鑓 1… 雇 獣

度 に つ い て 2 つ の 概念間 の 差 （di），
　 n は 尺度数〕で 走義

す る。した が つ て ， 差異点 の 大 きい もの は 自己概念間 の

不一
致 が 大きく，よ り不適応 で あ る こ とが 予 想 さ れ る 。

各差異に つ い て ，性 差 が あ る か ど うが を 検討 し た と こ

ろ ，Table　 l の よ 動M つ と も，有意差が 見 ら れな か っ

た 。

7”ab ．le　 1 賠異点 の 性差 の 比較

M 　 男 lF 　 女 1．一
田 SD

一’
M
− 一．

茄 …
差 tP

DP エ　1．7610 ．57 　1．9910 ．65 − 0．231 ．1029［…

DPFIL ・・ 嚠 ・・24 ……
一
蝿

・・… 9「…

DPFa 　1．01　0．26　1．27　0．461 − 0．261．6530　 n ．s
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　　　　 旨

… 1　L ・6
．
・・28 ：・・33 … 43 −

… 7i・・… 6…・ ・s

　 そ こ で ， 男女を い つ し よ に し て お の お の の 差異点 ご と

に そ の 大 き い 者10名，小 さい 者 10名 を選 び，YG 得 点 の

．差 を t 検定 に よつ て 比 較 した 。
こ の 場 合，YG 得点は粗

点を 5 点法 に 変換 し た も の を 用 い た。次 に 55 名に つ い

て ， 各 差 異 点 と YG 性 格 検査で の 因子得点 との 相関

（Pearsonの 積率相関係数）を 求 め た e

3． 結　 　 果

　 4 つ の 差 異 点 の 分布は Tab ！e　2 に 示 す よ うで ある 。

Tabel 　 2 差 異 点 の 分 市

聖
暫

　 ＼ 、
　　　

’一丶．．一
差異 の 　　　

’．丶．．丶
得点の 級間　　　

’

差異 の 種類

丶．　 実

凹

−

D
．

実

．

％数

黛r翌．

数 1 ％

123 0．25　〜　O．7．5

0．75　〜　1．25

・ i ・

6　 110．9

6　 　 　 　 　 10，9

27

蒲
一

1 、，

49．1

Dp ）［ DPFa

実 　数 ．　％ 　1実 　数
i

　％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

1．25　〜　1．75
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　

　41 ．75〜 2．25

5　　　　2．25　rw 　2．75

△亠 7．3

25
　 …　 45．5

16 30，9
　 　 　119

　　　　 34、5

19　　　 　 34．5 4
　

0

7．3 5 9．1

6 12，0

23 46，0

16 32．0

2　　　　　 4．0

8 14．5

672 ．75N 　3．25 ワ」

3．25　〜　3．75　　　　　 3

5．5　 　 　 　 0

51可1
−

．
・

0
　 　 　

’』一一一一一．一．一一．一一
1
』

2　 　 　 　 　 3．6　 　 　 　3 6．0

0　　　 　 0

　 1．8100

．0

0

0 0 0

0 0 0

二凵ゴ 55 100．0 55 55 ・・… 「 ・・ 　 ・・…

分　布 範 囲 0．90　〜　3，66 0．54　〜 3，37  ．51　sw　 2．54

平

0．51 〜　2．68

均 2 ．45 1．89 1．16 1，22

SD  ．68 0，50 0．44 0，44

　DPI は ：丶
ド均 が 2。45 で標準偏差 は 0．68 ，

　 DPF
，
　 Dv 　t｝t ，

Dpva な ど の 他者 自己 との 差異 は 平均が 1，16〜1．89で 標

準偏差は 0．44〜0．50で あ る。Dp エは 他 の 3 つ よ り差異が

大 きく， ち ら ば りも大 きい こ とが わ か る。また ，差異点 と

YG 得点の 関係 を 検討す る 前に 4 つ の 差 異点に つ い て ，

そ の 大 な る 者10名 と小 さ い 者 10名 とを 比 較 し て み る と ，

．い ずれ もそ の 差 は 1 ％水準 で 有 意 で あ つ た （Table　3）。

　次 に ，4 つ の 差異点 の 差大群 と差小群 の YG 下位検査

得点 の 差を t 検定 し た 結果は，Table　4 に 示す とお りで

あ る。
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蠱5纛 ・避歴熊谿 差 ・ 1 ・

Table 　6　 DPM の 差大 ・差小 群 の YG 得 点 に お

　　 　 け る比 較

　 一．
「

「〒一
　　「　　　 　 I　　 　　 l　　　　　

−一．
　　 3　　　　

−

　　　 ！ Mol 　301 ，14 」 　 　 …
Dpl

旨，S
．

1τ 、。 「6
’
JI，？

一
…
11’512 ’92 …＜’°°1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　　 ；一．一一
　　　

一一．．一．一
：
．「

　
．

1
− ．．一一．．

　　　 iM ．1・93 旨0・701 　 　 　 ∫
　 DPF 　 I

−．一一一一一…一
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。 。∴蛸亜 瓦 ，

．

∴． 、、 …ぐ 。．、

一一．＿ 蹴
1

埜 一i』
・
竺 i．．．− 　 I

　 　 　 　 　 　 I　 　 　 　　 　 ｝　 　 　 　 　 　 　 5

・ ＿
￥…．

i
±

88
巴：ヱ弖一i，．、3 。 、， …＜．・・、

　 　 　 　 SD 　O，46 　0．14 　 　 　 　 　 　 ヨ

Tabt
’
e　 4　 DPI の 差大 ・差小 群 の YG 得点に お け る 比較

蕪…
．

銃鉗 蒜銑 …・ i⊥ Lヱニ
D 　 3．5

：

1．20 … 2，40 ．8011 ．12 ．2771＜0．05
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・
．
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Table 　5　DPF の 差大 ・差小群 の YG 得点に お げ る 比較

博
群
冊

小…
．

差

M

大差

DSM

「
差

異
点

D …3，2 …・．6・ ；2．5
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ヨ
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差

異
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差

異
点
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小
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差
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群
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C σ　…　3．2　　0．87　　2．7　　1．00　　0．5　．0，788．

Ag 　 2，7 ・．9・

．
2．710 ，90 ・ …O

　G2 ．21 ．10
．

3 ．4 、0．80 − O．110 ．222

　1ミ　　　2．O　　O．71　　3．1　…〔｝．94　
−

〔｝．1　　0．255
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＊

two −Lail　te5ζ

　Dp エ の 大 きい もの は 小 さい もの に 比 べ て ，　 D （抑 うつ ・

性 ），O （主 観 性），　 A （服従性）が有意 に 大 ぎい
。

　同 様 に DPF で は D （抑 うつ 症），　 C （気分変化大），　 N

（神経質），0 （主観性），Co （非協調性），　 Ag （攻撃性），

T （思考的内向性）で 有意な 差 が み られ た 。

　DPM で は D （抑 うっ 性），0 （主 観性）が 大 きい 傾向が

み られ る。

　D ？ Fa で は D ？M と同 じ く，　 D ， 0 ス コ ア に 有意 な差

がみ られ る 。

本研究 の 場 ft・．4 つ の 差黥 の 大 きい もの ｝聊 うつ 性，

主 観性を 示 す 点は共 通 で あ る 。
DPF は 7 っ の 領域 で 有意

差 を示 した の は注 目に値す る 。
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Table 　 8 差 異点 と YG 因子得点 と の 相関係数

丶
＼ 　YG 因 子　　ND

　＼ ＿

DPI

DPF

DPM

DPFa ．

情 緒 安 定 性
D ，C ，1，N

社 会 適 応 性 衝 動 性 内 省 的 主 導 性

　 O ，Co，　Ag 　　　　　 G ，　 R 　　　　　　 R ，　 T 　　　　　　 A ，
　 S

n ＝55r
＝O，367 ＊ ＊

n ＝55　　　　　　　　　　n ＝55
r ＝0．188　　　　　　　　r ＝− 0．256

n ＝55r
； 0，372 ＊ ＊

n ＝55r
＝ O，340 ＊

n ＝55r
：．＝O．299 ＊

n ＝50r
＝ 0．343 ，

n ＝55r
＝0．299＊

n ＝ 50r
＝0．318＊

n ＝55
「 ；− 0．102

。 − 55 　 r
。 ＿55

r ニ ーO．035　　　　　　　r ＝− O，095

n ；55r
諏一〇．09 

n 冨55r
＝− 0．089

n ＝−5  

r ＝一一
〇．209

n ＝50r
＝一一一〇．2〔13

n ＝55r
＝0．322＊

n ＝55r
＝O．02e

n555r

＝0．1091

n ＝50r
＝0，228

　さ て ，差異 点と YG 性格検査で の 適応 との 関係 を もつ

と は つ き りさせ る た め に ， お の お の の 譱異点 とYG 性格

検査の 各 囚子 得点 との 相関 を 見 て み よ う（Table　8）。

　Dp コ は 情緒安定性，主導性と有意 な相関を もつ て い

る。す な わ ち ， D ？ 1 が 大 きい 者 ほ ど，情緒不安定で非

主 導的で あ る とい うこ と で あ る 。 DPF ，
　 Dp ｝f，

　 DPFa

は ともに 情緒安定性 ， 社会適応性 と有意な相関が み られ

る。具 体的 に は ，こ れ らの 差異点が 大 きい 者 ほ ど情緒不

安定で 社会的不適応を 示す こ とが わ か る 。こ う見 て くる

と ， 4 つ の 差異点は 共通 に 情緒不安定性 の 指標 で あ り，

Dp1 は そ の 他 に 非主導性，他 の 3 つ は 社会的不適応 の

指標 とな つ て い る 。

4、 考　 　　察

4 つ の 差異点 は 抑 うつ 性，主 観性 の 点で 敏感 で あ つ た 。

もつ と大きい 分類項目で い うと，すべ て情緒性赦関す る

適応 の 指標とし て の 意味を も つ て い る とい え よ う。こ の

うち で DPI が 自由 連 想 検 査 で み た 情緒 性 と密接 な 関 係

を もつ て い る とい うこ と は ，Robert （1952）に よつ て す

で に 指摘 され て い る が，対人関係を前提とす る他者自己

と現実 自．己 の 差 も情緒 性 に 影 響 を もつ て い る とい うこ と

は 興味深 い 。理 想 白己 は 自己 の 発展 の 目標，ある い は 要

求水準 とい うか た ち で 自己 を規定し て い る た め，現実の

自己 像 との ずれ が あ喬とい う知覚は 自己 に 対す る 不 満 と

な り，一方，日常場面 で ， 有意味な 関係をもつ て い る 他

者が 自分の み て い る よ うに 見 て い な い とい う知覚は 将来

起 こ る か もし れない 障警 に 対す る 不安感を ひ き お こ しや

すい か らで あろ う。 DPI は 情緒性の 他に 非並導性の 指

標 と もなつ て い る 。 DPF ，
　 DPM ，

　 DPFa は と も に 情緒

性 の 他 に 社会的不 適応 と密接 な 関係を も ち，こ れ は 情緒

性 の 場合 と異 な り，社会的不適応的諸行動 が 差異点の 増

大を もた らし て い る と考え られ る。こ の よ うに Dp エ と

他 の 3 つ の 差異点は 異な つ た適応領域を 示す と解釈 し て

よ か ろ う。し た が つ て ， 長島 （王962） も主 張 す る よ うに

適応 の 指標 と し て は D ？ 1 の み で は 不 卜分 で ， 有意味な

他 者 が ど う 自分 を み て い る とい う こ と と現実自己 の ずれ

を も導入 す る こ と に よつ て ，適応の 予 測 の 精度は 増大す

る とい え る。

　本研究 の 4 つ の 指標 の うち で ，DPF が YG 性 格 検 査

で 最 も多 く 7 つ の 有意差を示 し て い る 。
こ れ は 被験 者 が

大学 2 年生 で あ り， 比較的閉鎖約 な 大学で の 公 私に わ た

る 友 だ ち と の 交際が そ の 生活 お よび 人格形成 に 重 要 な役

割 りを は た し て い る の で ， 現実自己 （Sp ）と 友人 自己
’

（SF ）との 不
一

致 は ，そ の ま ま 個人的 ・社会的適応 に 結

び つ くた め で は な い か と思 わ れ る
。

精神分裂病者と大学生 とにお け

る差異点の 比較

1．　 目　 　 的　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 、

　 こ こ で は 4 つ の 差異 点に つ い て ，精神分裂病者 と大学

生 の 間 の 差 を比 較 す る が，一
般 に 縞 神 分 裂 病者 の 方 が 大

学生 よ り差異 点は 大 で あ る と思 わ れ る。ま た，両群 の 弁

別 に お い て どの 指標が有効 で あ るか とい う点と， さ らに

自己 記 述 尺 度 の 下 位 尺 度 を 構 成 す る 6 つ の 因子 の い ずれ

に お い て 両 群 を 弁別 し て い る か を 分析す る こ と を 目的 と

す る。

2． 方　　 法

　被験者 ：精神分裂病者 と し て ，山形市，上山市の 精神

病院 に 入 院 加療中の 者 で 検査可 能 の 状 態 に あつ た 男 性22

名 。
こ   うち ， 資料に 欠損部の あつ た者10名を 除 い て 12

名を分析 の 対象 と し た。大学生被験者 は 先に 用 い た 山 形

火学 生 55名の うち 12名を 無作為 に 抽 出し た 。

　測定用具 ：先 に 用 い た 自己記述尺度38項 目。こ れ は 因

子分析 の 結果 6 つ の 阻子 に 分か れ て い る。第 1 因子 （意

欲性 ， 強じ ん 性因子）10項 目，第 H 因子 〔情動安定性 因

一 40 一
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子）10項 目，第皿 四了 （杜会性因子） 81頁目， 第IV困子

（敏感「生因子）・4 項 目，第 v 因了 （緊張 性閃子） 4 項 目，

第W 因 子 （理 知性 」N子） 3 項 目。こ の うち 1ろ 口は V ，．

vr因子に 1司時 に 属 し て い る （長島貞夫 ほ か ， 1966）、

　手続き
・1大学生 に つ い て は ，先 に 述べ た とお りで ある

が，粗神分裂病者 に 対 し て は 病院 へ 関係 し て い る 隔 床心

理 学者が よ く説 明 し，動麟づ けなが ら ， 』 己 L述尺 皮 に

反 1Lさせ た 。 施行順序 は Sp
，
　 SI

，
　 S τ

・
，
　 SM

，
　 SFa の 順

で あつ た 。実施は 1965年 9 月 6 日〜10日に な され た 。

　結果 の 処理 ：先 と同様 に し て ，
Du ，　 DPF ，　 DPM ，

Dpya の 4 っ の 差異点を算出 し ， さ らに 6 つ の 因子 に つ

い て も 台 ま れ る 項 目数 を 考慮 し て ，差異点を 昇 出 し た。

こ れ ら の 差異点匠つ い て 絎神分裂病者 と大学 生 の 司 の 差

の 有意性をも検 走 に よ つ て み た 。

3． 結 　 　 果

　精神分裂病者群 と大学生群 の 差異点の ，’｝均 を 比較し た

結果 は ，
Table 　9 〜12 に 示 す とお りで あ る 。例外な く，

精神分裂病者群 の 方が大 きい 値 を 示 し て い る 。 個 々 の 差

異 点乙 つ い て 見 て い くと， DPI は 全 頁 目で 有意 な 弟が見

られ る，。因子毎 に 見 る と F ユ 億 欲 性，強 じ ん 性）， F2

（箔動安定性）， F3 （社会性），　 F ，（敏感［v± ）は 1 ％水準

Table 　 g　 DPI に お け る 分裂病群 ・大 鈩生 群 の 比 較

で 有意 で あ り， Fi （緊双 性）は 5 ％ 水iF’で 有意 で ある

Table　9 ）。　DPF は全体 と し て 盖 が な い が，　 Fi・，，　 F　4 に

お い て 膚 意差 が あ る （Tablc　10）。　 Dp ］i も个 体 と し て 差

が 見 られず ， 因子 別 で は，F 、に 傾向 が 見 られ ，　 F6 で 有

意差が あ る （Table　11）。　 DPFa は 全 体 と し て 有意差 が あ

る。閃子 別 で は Fl ，　 F2 ，　 F ・J ，　 F4 の 4 つ に お い て 有意

差がある （Table　12）。

’

Table 　 ll　 DPM に お け る 分 裂病群 。大 学 生 群 の 比 較

　　　　 分裂病群 　 大 学 生
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test4 ． 考 　 　 　 察 　 4種 の洋興 点 について

f ￥分 裂
病 者と大学生 の 弁別 力を検 討 して み よ う 。 D

E1は6 つの 因 子 の うち5 つ にお い て 大 ぎ な 弁別力を了

て い る。 F1 は 意欲性 ， 積 極 性， 強 じ
ん 「 fを 示す因子で

F2 は 奉 福感 ， あ た たか さ ，情 動 、矣 丸注 など，F3社会 性 と 命名され

いる が，向 性，ま じめさ，地味な どを 示
し

， F4 は 敏感 性 ， 　 F5

緊張「巨を 示す のであるが上 の結 果は ， FrieSm

M （ 1955 ） や Wocheland 　
HiUson （ 19

）の結果と 一致 し ない 。か れ らは ， 正 常者 群と神経

晋群と精 御分裂 病 者群との DPI （ か れ ら は Dsr と

でいる）を比 較 し て，正’討 ’ 者群 （ 人 学 生 群 ）と

経症
者群

と

は有亡
な
差が あ るが， 正 常 者群 と精 神 分 裂病者群 と 1 こは 有
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い て は 低 く評定す る とい う防衛型 （defense　patterns ）lc

よ つ て そ の よ うな 結果 が もた らされ る もの とし て い る．

本研究 の 結果 は Table　9 に 示 し た とお り大学生 と分裂病

者 と の 間に 有意 差 が 見 ら れ る が ど うし て で あ ろ うか
。 考

え られ る 原國 と し て は 本研究の 分裂病者群は ， 軽症者 ま

た は治療 が 進 み 回 復 過 程 に あ b，神経症者状態に あつ

た の で は な い か ，な どが ある が ，．結論 に つ い て は 今後の

い つ そ う厳密 な手続きに よ る 研究 に ま つ こ と と し た い
。

　 DPFa も F1 ， F2 ， 1？　4，Fs の 4 つ の 因子 に お い て ， 両、

群 を 弁別 し て い る が， FB で は 有意 差 が 見 られ な い 。先

の 研究で は あ ま り適応 と の 関係 は 顕著 で なか つ た こ とか

ら考 え る と一
見奇異 で ある 。こ の 差 は 分裂病者群 に お い

・

て ， 不遡応 の 生起 に 父 親 が一
因 とな つ て い る こ とを意味

し て い る の か もし れ ない 。こ れ らの 被験者 が 男性 で ある

こ とは そ の 点で 興味が あ る が，こ れ を 証 す る 資料が 乏 し

い の で 断定する こ とは 控えた い
。

　Dp ｝［ と DPF で ｝ま両群 に 差が見 られ な か つ た 。」剄子 別

に 見る と，D 刪 は F6 （理 知 性）で 有 意 差が あ る が，こ

れ は 解釈 し な い で 指摘す る に と どめ て お く。

　 こ れらか ら ， 本 研 究 に 用 い られ た 被験 者群 の 場 合 に

は ，Dpz が 最 も有 効 で ，つ い で DPFa が 有効 な適 応の

指標 とな る こ とが い え よ う。 先 の 研究 の よ うに 普通の 大

学生の な か で の 適心の 指標 で あ る と思 わ れ た DPF は 分

裂病者 と大学生 の 比 較 の 際 に は 有 効 で な い 。

　因 子 ご とで は F1 （意欲性，強 じん 性）， 瓦 （敏感性）

は 差異点の 種類 に か か わ らず，両 群 の 弁別 た 有効 で ある

とい つ て も よか ろ う。
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　 理 想 自己 と現実自己 の 不
…・

致 は 適応 の 指標 とし て有効

で ある が，そ の 他に 有意味な他者 に 認知 されて い る と思

う 自己 と現実 自己 の 差 も適応 と重要 な関係 を 持つ とい う

観点か ら， 4 種 の 差異点と適応 との 関係 を 検討 した 。ま

ず，最初 は ；大学生被験者 を 用 い ，4 つ の 差異 点の うち

で ，
DPF が 最 も有効 で 敏感な 適応 の 指標 と な る こ と が

認 め られ た が ， 次 の 精神分裂病者 と大学 生 とを 比 較 した

場合 に は DPI が 最 も弁別力 が よ く，Dpra もか な りの

弁別 力を 示 し た 。し か し D ？

・li・は ほ とん ど両群 の 弁別 に

寄与 し て い な い 。こ の こ と か ら ，
DPF は 青年期 に あ り，

しか も大 学 の ような 閉 じ られ た社会 に 生 活 す る人 び との

適応 の 予測に の み 有効 で あ る こ とを 示す とい え よ う。

Dp 　）t，　 DPFa は よ り低年令 の 場合に 有効 で あ る と思われ

る 。調 べ よ うとす る 人 に とつ て ど の 程度有意味 で ある か

に よつ て，指標 とし て の 有効性 は 左 右 され る よ うで あ

る 。

　い ずれ に し て も，DPI の み を 適応の 指標 とす る こ とは

不十分 で あ り，DPF ，　 DPFa と と もに 用 い て い か なけれ

ば，情緒適応，社会適応，そ の 他広い 領域で の 適応 を 予

測 す る こ と は で き な い
。 本研究 で は 他者 自我を導入 し て

適 応 との 関係 を検討 した わ け で ある が ， 現…象学的わ く組

み を の り こ え て ，客観 的，外 的 条件1と現実認知 の ずれ

も適応 に 少なか らぬ影響を お よぼす と考え られ る。だと

え ば ， 個体 の 属す る集団成員ある い は 有意味な他者 の 見

た 個人 の 姿 ，
TAT な ど に 投影 さ れ た 自己 像 との ずれ な

ど で あ る 。
こ れ ら も考慮に 入 れ て い く こ とが 必 要 で あろ

う。こ の 線 に 添つ た 研究 も す で に 行な わ れ て い る が ，

（Friedman ，1955） 適 応 の 指標 の 追求は 古 い よ うで 新 し

い 閊題 で あ り，一
貫 し た 結果 は 得られ た とは い えな い の

が 現状 で あ る 。測 定 用 具 の 改良，方法論 的検討 が な さ れ

た うえ で ，経 験的，実証的研究ぷ積み 重ね られ て い くべ

きで ある。

要 約

　 現実自己 と埋 想 自己 の 差 （DPI ）だ け で な く， 現実 自

己，他者 自己 （友人，母 ，父か ら見られ て い る と思 う自

己）と の 差 （DPF ，　 DPM ，　 DPi ，・a ） も考慮す べ きで ある

との 観点か ら， 2 っ の 研究 を行な い ， 適応 の 指標 と し て

の 有効 性，各 差 異 点 の 関 連 す る 適 応 領 域 に つ い て 検 討 し

た 。な お 自己概念 の 測定 に は 長島貞夫らに よ り開発され

た 自己記述 （Self−Diffcrential）尺度を 用 い た 。最初は

大学 生 を 対 象 と し て ，YG 性 絡 検 査得 点に 関 し て ，差 異

点 の 大小群 の 比 較 を した 。
4 つ とも 情緒性 の 指標 とな

り ， 加えて DPF ，　 DPM ，　 DPFa は 社会的速1芯の 指標 と

な つ た 。 な か で も DPF は 最 も多 くの 適応 領域 と有意味

な関係 が あつ た 。 次 に は ， 精神分裂病者群 と大学生 群 の

比較を行な い ，DPF
，
　 DtiFa が 両 群 を敏感に 弁別 す る こ

と を 見出 し た 。と くに Dp エは 因子 の 5 つ に お い て 弁別 し

た 。し か し ，
こ れ は 従来 の 結果 と矛盾 し て い る が ， その

正 確 な説明は 保留 され た 。こ の 比較 で は DPF ，　 DPM は

あ ま り有効 で は なか つ た 。第 1 因子 （意 欲 性，強 じ ん

性）， 第 IV 因子 （敏感性） は 両 群 の 弁別 に よ り有効 で あ

る。以上 の 結果 か ら， 正 常者内の 比較 の 場 合 と正 常者 と

精神分裂病者聞の 比 較 の 場 合 で は 適 応 の 指 標 と して の 有

効性 が 異 な るが ，い ずれ に し て も，DPI の み で な く他者

．
自己 との ずれ を併用 す る こ とは，広 い 適応領域 に わ た る

有効 な 予 測 を 可 能 に す る こ とが 結 論 され た 。

　今後の 問題 に つ い て も若 干触れ た 。
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1．物覚え の よ い L 、．．一．．

2．　カtSた し・　　　　　i　　i　　「

3，個性 の ない 　　　　　　　　 I　l

4，不活発 な　　 1　　　　　 」

5．敏感な　　　　 　　 1 ［

6．厳 し い 　　　　l　　　　 I

7．明 るい 　　 　 1

8．不安定な　　　　　　　 1

9．　．卑屈 な　　　　　　I　　　 I　　1

10．暖　い 　　　 ；

11．病弱 な 　　 　1

12．気持悪 い 　　 1

13．地昧な　　
1
　1、　　　　　　 1＿

i4，お し ゃ べ り劇 　 　 　 　 1

15．不真面 目な　 1

16．清潔な　　　 i　 I　 l

17．こ まか い 　 　 ｛

18．　氈蚕気な　　　　　　l　　　　　　　i

19．深　い 　 　　 1
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付表 1

氏 名＿ 　 　
’
齠 甥 女 生年朋 昭和 年 月 日 轍 　 　 　 検査朝 目 喘 。 年 月 ロ

l　　　　 l
内 の こ と で，次 の 38 票目 に つ い て 例 の ご と くに 自分 で も っ と も当 て は ま る と思 うと こ ろ に ○印をつ け て

⊥　　　　　 1

　　　　　　 くだ さい 。

… 雌 難 ・ 1 穏 纏 魯 1病気。 ち 。 。 。，＿ 膜 、 。 ，と き

　　　　　　　　　　　　　 1　   　　I　　 I　　 I　　 l　 　 1

　
嗣 の ご と

鮮
○印を 磐 砂 で す・

　　な お ，・ 撤 あ な 姻 人 を調 べ る た め で な く，搬 的な心 理 勃 磯 吐 め の もの ですか ら， あ威 の 彫 励

　 の ま ま答 え て くだ さい 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 旨　　　
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忘 れ っ ぽ い

や わ らか い

f固性的な

活 発 な

鈍感な

優 し い

暗　い

嶷 な

お お ら か な

冷　い

元気な

気持よい

派手 な

無 口 な

真面 目な

不潔な

大 ま か な

弱気 な

浅　い

20．せ っ か ち な

21．強　い

22．臆病 な

23．冷静 な

24．　；th　｛W　StJ　ts

25．に ぎや か 　　 1

26．で し ゃ ぽ りな 1

27．幸福な 　　　i

28．不誠実な

29．　積極白勺な 　　　　1

30．内面的 な　　 1

31．軽卒 な 　 　 　 1

32，安 ら か な 　　｝

33．不 注意 な

34．丸 　い 　 　　 1

35．意欲約な　　 1

36．　楽 し し・　　　　　1

37瀬 りな い 　 1
．

38．きち ん と し た 1

1

1
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］

1
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1
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の ん び りした

弱　い

勇 敢 な

情熱的な

理 性 的な

静 か な

ひ か え め な

不
．
幸 な

誠 実 な

消 極酌 な

外 面 的 な

慎重な

不 安 な

注 意深 い

角 の あ る

無 気 力 な

苦 し い

螟 も し い

だ ら し な い
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